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油症 に おける血液生化 学検 査値,

α一フェ トプ ロテ イ ンおよびHBs抗 原 の検討

北九州津屋崎病院内科

辻 博,伊 東 靖 夫

は じめ に

1968年4月 頃 よ り,北 部 九州 を中心 にpolychlorinatedbiphenyls(PCB)混 入 ライスオ イル摂取 による

食 中毒事件が発生 した1).ラ イスオイル製造工程 で熱媒体 として使 用 されていたPCB製 品のカネ クロール

400に よ り汚染 された ライスオイルを摂取 したために起 こった もので,今 日で は油症 として知 られてい る.

油症発生以来30年 以上 が経過 し発症当初 み られた座瘡様皮疹等 の種々 の症状 は徐 々に軽快 してい るが,一

般住民 に比べ体内のPCB濃 度が今 なお高 く,血 中PCBの 組成 には未だ に特徴 的なパ ター ンがみ られる.

また,油 症 ではポ リ塩化 ジベ ンゾフラン(PCDF)が 原因油 より検出 され2),原 因油の分析 か ら算出 した毒

性 等量(TEQ:ToxicEquivalents)よ り原因物質 としてPCBよ りPCDFの 毒性 影響 が大 きい と考 えら

れ る3).し か しなが ら,油 症 において血液生化学検査値,α 一フェ トプロテイン(AFP)あ るい はHBs抗 原

に対 す るPCDFの 影響 に関す る報 告はみ られ ない.そ こで,今 回は油症患者 におけ る血液 生化 学検 査値,

AFPあ るい はHBs抗 原 に対す る血 中PCDF濃 度 の慢性 的影響 について統計学 的分析 をお こない検 討 し

た.

1.対 象 および方法

平成14年 度 に血液 中ダイオ キシン類 の測定 に同意の得 られた油症患者279例 を対象者 とした.検 診 の内

容 は自覚症状,既 往歴,家 族歴,理 学 的所見,検 尿,赤 血球沈降速度,末 梢血液検査,血 液生化学検査,

胸部 レン トゲ ン検査,心 電図お よび腹部超音波検査 な どよ りな り,採 血 は午前中の空腹時 に行 なった.

血液 生化学検査 は総蛋 白,ア ル ブ ミン,ALT,AST,LDH,ア ル カ リフ ォス ファターゼ,LAP,γ 一

GTP,総 ビリル ビン,直 接 ビ リル ビン,コ リンエステ ラーゼ,総 コレステ ロール,HDLコ レステ ロール,

中性脂肪,血 糖,ア ミラーゼ,CPK,尿 素窒 素,ク レアチ ニ ン,尿 酸 の20項 目 を 自動分析 装置(日 立

7150,日 立)を 用い測定 した.腫 瘍マーカーであるAFPはRIA法(ア ーキテク トAFP,ア ボ ッ トジャパ

ン)に て,HBs抗 原 はCLIA法(オ ース トリアII,ダ イナボ ッ ト)に より測定 した.

血液 中のPCDF濃 度 の測定 は福 岡県保健環境研 究所 で行 なった4).血 液試料 は以下 のPCDFs,10同 族体

を測定 し,総PCDF値 およびTEQを 計算 した.

2,3,7,8- tetrachlorodibenzofuran, 1,2,3,7,8-pentachlorodibenzofuran, 2,3,4,7,8-pentachlorodibenzofur-

an, 1,2,3,4,7,8-hexachlorodibenzofuran, 1,2,3,6,7,8-hexachlorodibenzofuran,  2,3,4,6,7,8-hexachlor-

odibenzofuran, 1,2,3,7,8,9-hexachlorodibenzofuran, 1,2,3,4,6,7,8-heptachlorodibenzofuran, 1,2,3,4,7,8, 

9-heDtachlorodibenzofuran, octachlorodibenzofuran

結果は総PCDF値 の対数値を従属変数とし,血 液検査値,性,年 齢 を固定因子 として3元 配置分散分析

を行いて検定した.本 分析における従属変数 としては総PCDF値 が最 も適していると判定された.性,年

齢 との交互作用がみられず,有 意確率10%未 満を有意差 とした.

2.結 果

20項 目 の血 液 生化 学検 査 値,総 蛋 白,ア ル ブ ミン,ALT,AST,LDH,ア ル カ リフ ォ ス フ ァター ゼ,

LAP,y-GTP,総 ビ リル ビ ン,直 接 ビ リル ビ ン,コ リ ンエ ステ ラー ゼ,総 コ レス テ ロ ー ル,HDLコ レ ス

テ ロー ル,中 性 脂 肪,血 糖,ア ミラー ゼ,CPK,尿 素 窒 素,ク レア チ ニ ン,尿 酸 お よびAFP,HBs抗 原
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油症 における血液生化学検査値,AFP,HBs抗 原 とPCDF

Table1 油症患者 における血液生化学検査値,AFPお よび

HBs抗 原 と総PCDF値 の関連

181

P

ap<0 .10,b性 と 交 互 作 用 あ り.

について,総PCDF値 の対数値 を従属変数 とし,血 液検査値,性,年 齢 を固定因子 として3元 配置分散分

析 を行 った検定結果 をTable1に 示 した.3元 配置分散分析 において γ一GTP(P=0.068),HDLコ レス

テロール(P=0.077)お よび クレアチニ ン(P=0.081)の3項 目に有意差 が認 め られた.総 ビリル ビン

の有意確 率 は5%未 満(P=0.029)で あったが,性 との交互作用がみ られ有意差 は認 められなかった.

3.考 察

油症 で は,こ れ まで血 中PCB濃 度 と血 液生化 学検 査値 との関連 が中性脂肪,総 コレステmル,γ 一

GTP,総 ビリル ビン,お よび直接 ビリル ビンにつ いて報 告 されている5)～8).油症 は原因油 の分析 か ら原 因物

質 としてPCBよ りPCDFの 毒性影響が大 きい と考 えられている.し か しなが ら,油 症 において血液生化学

検査値,AFPあ るいはHBs抗 原 に対す るPCDFの 影響 に関す る報告 はみ られない.そ こで,20項 目の血

液生化学検査値,AFPお よびHBs抗 原について総PCDF値 を従属変数 として血液検査値,性,年 齢 を固

定 因子 とした3元 配置分散分析 を行 った.検 定結果 において,γ 一GTP,HDLコ レステロールお よび クレ

アチニ ンの3項 目に有意差が認 め られ,総PCDF値 と γ一GTP,HDLコ レステmル およびクレアチニ ン

の3項 目 との関連 が考 えられ た.

油症患者 にお ける血液生化学検査値,AFPあ るいはHBs抗 原 に対す るPCDFの 影響 にについて はさら

な る検討が必要 と考 えられた.
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総 括

平成14年 度 に血液 中PCDF濃 度 を測定 した油症 患者279例 を対象 に血液 生化学検 査値,AFPお よび

HBs抗 原 に対 す るPCDFの 関与 を検討 した.総 蛋 白,ア ルブ ミン,ALT,AST,LDH,ア ルカ リフォ

スファターゼ,LAP,γ 一GTP,総 ビリル ビン,直 接 ビ リル ビン,コ リンエ ステラーゼ,総 コレステロー

ル,HDLコ レステp一 ル,中 性脂肪,血 糖,ア ミラーゼ,CPK,尿 素窒素,ク レアチニ ン,尿 酸 の20項

目の血液生化学検査値,AFPお よびHBs抗 原 について,総PCDF値 を従属変数 として血液検査値,性,

年齢 を固定因子 とした3元 配置分散分析 を行 った.検 定結果 において,γ 一GTP,HDLコ レステ ロールお

よびクレアチニ ンの3項 目に有意差 が認 め られ,油 症患者 の γ一GTP,HDLコ レステロールお よび クレア

チニ ンに対 してPCDFが 関与 している と考 えられた
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